
【資料１】 

第１回桶川市振興計画審議会の開催結果 

〈実施結果概要〉 

 【開 催 日】令和２年２月２３日（日）  

午後２時から午後４時１５分まで 

【開催場所】本庁舎 会議室３０３・３０４ 

【出席委員】１１名 ※１名欠席 

【役 職】会長：大沢委員（学識経験） 

副会長：水村委員（教育委員会委員） 

【傍 聴 者】１名 

【諮問事項】桶川市次期振興計画基本構想について諮問 

【審 議 等】 

 ・桶川市の状況を説明。 

 ・次回は、将来都市像などについて、統計データなど 

基礎資料に基づき審議を行う。 
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別記様式（第３条関係）

会 議 録（１）〈要約〉 

会議の名称 第１回桶川市振興計画審議会 

開催日時 
令和２年２月２３日（日） 

（開会）午後２時００分・（閉会）午後４時１５分 

開催場所 桶川市役所 会議室３０３、３０４

主宰者の氏名 企画財政部企画調整課 

議長の氏名 大沢会長 

 出席者氏名

（委員） 

岩﨑委員、岡野委員、新妻委員、井上委員、秋山委員、 

水村委員、小峯委員、中村委員、加藤委員、永井委員 

欠席者氏名 

（委員） 
吉田委員 

説明員氏名 企画財政部企画調整課、ランドブレイン株式会社 

事務局職員 

職名及び氏名

企画財政部 川邉部長、本庄副部長 

企画調整課 向井課長、篠原係長、宇賀神主任、栗原主事、

須賀主事補 

会

議

事

項

議 題 

１.開会 

２.会長・副会長選出 

３.議事 

（１）桶川市第五次総合振興計画について 

（２）(仮称)桶川市第六次総合振興計画の策定について 

（３）その他 

４.事務連絡等 

決定事項等

・会長は大沢委員、副会長は水村委員に決定。 

・次回、将来都市像などについて、統計データなどの基礎資料に

基づき審議を行う。 

・第２回振興計画審議会は、令和２年５月１６日（土）１８時か

ら開催予定。 

配布資料

【資料１】桶川市第五次総合振興計画について 

【資料２】(仮称)桶川市第六次総合振興計画の策定について 

【参考資料１】桶川市振興計画審議会条例・委員名簿 

【参考資料２】市民意識調査結果（単純集計） 
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会 議 録（２） 

議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 

議題（１）桶川市第五次総合振興計画について 

事 務 局
資料１に基づき、桶川市の総合振興計画、第五次総合振興計画の

概要、第五次総合振興計画の進捗状況について説明。 

委 員

人口減少がマイナス要因として示されていますが、人口が減少し

ているから人口を増やしましょうという単純な話ではないと考えま

す。人口が減ることによるマイナスの要因とは何か、人口が増える

ことの効果や影響について整理した上で進めていく必要があると思

います。 

事 務 局

 国の地方創生では、人口減少の速度を緩やかにしていき、２０６

０年には１億人程度の人口を維持することを目指しています。生産

年齢人口の減少により財政環境にも影響を及ぼし、地域の活気や地

域コミュニティの維持が課題になると考えられます。総人口の増減

だけでなく、人口動態も考える必要があるのではないかと思いま

す。人口減少社会では、これまでの拡大と成長から、成熟と維持と

いう視点が重要になってくるものと考えます。 

委 員

第一次振興計画では、約２倍の人口増を目標人口に設定していま

す。第三次でも約１.７倍の人口増を目標にしており、第五次の目

標人口は１.０２倍の７７，０００人としています。人口増の要因

として、転入者を増やそうとしたのか、あるいは出生を伴った人口

増加を目指したのか、その背景が分かれば教えてください。 

事 務 局

第五次振興計画では、土地区画整理事業を推進することにより、

一定数人口が増えていくという推計を加味しています。第三次等の

経緯についても、確認して次回以降でお示ししたいと思います。 

会 長

全体のトレンドとして、東京への一極集中により首都圏の人口

は、増え続けており、傾向として圏央道の内側（以南）地域は、人

口増または横ばいとなっています。今後は、人口が増えるだけでな

くライフスタイルの質を良くしていくことに着目し、例えば夜間人

口でなく昼間人口についての視点や、住んでいる人はどのように活

動をしているのかを把握することが重要です。昨今の活動量の指標

では、高齢者より若者世代が低く、外出率が少ないのは２０歳代と

言われています。今までの人口推計は夜間人口ベースでの考え方で

すが、これからはアクティブな人口、昼間人口の視点を考える必要

があり、単に人口の増減だけを捉えると見誤ってしまうと考えま

す。次回以降、詳しく議論したいと思います。 
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議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 

委 員

 都心に近いことによってベッドタウン化し、消費が市外へ流出し

やすくなっているといった課題も考えられます。そのような経済的

な構造が分かる情報があるとよいです。また、桶川市は横に長い地

理になるので、地区によっては近隣自治体の影響を受けると考えら

れます。広域の視点も踏まえ、議論していく必要があります。 

事 務 局
 圏域という視点もありますので、近隣の自治体の状況なども次回

お示ししたいと思います。 

会 長

都市計画道路の計画などは、隣接する自治体と整合が図れていな

いケースもあります。隣接する自治体の土地利用計画なども整理い

ただきたいと思います。 

委 員

５Ｇが話題となっていますが、今後、テレワーク等により勤務形

態や交流人口の状況が変化すると思われます。人口の総数を見るだ

けでなく、消費に着目した人口動態も議論する必要があると思いま

す。 

事 務 局

働き方改革により、テレワークなどの先進事例が増えてきていま

す。今後、ＡＩをはじめとした未来技術の発展により働き方も含め

市民の価値観も変化していくものと思われます。人口増減の議論だ

けでなく、人口動態や市民の生活の豊かさという視点も含め議論し

て頂ければと思います。 

会 長

ＡＩなどの技術革新により、多様化するライフスタイルやビジネ

ススタイルについて、様々なニーズを実現できる時代となっていま

す。今回の新型コロナウイルスを契機として、テレワークを本格的

に導入していく企業も増加すると思います。自宅で仕事をする、ま

たは最寄りのサテライトオフィスで仕事をするなど、様々な働き方

があると思います。そういった働く場所を確保できると良いかもし

れません。現状と課題を踏まえ、何が必要か議論できればと思いま

す。 

副 会 長

産業構造や税収について議論することも重要です。税収が減少す

ると、やりたい施策があっても実施できません。将来の財政環境も

含め議論していきたいと思います。 
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議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 

事 務 局

今回、頂戴したご意見を踏まえ、必要な情報を次回の会議資料と

して整理いたします。桶川市は都心へ通勤されている方が多い状況

です。一方で、職住近接など多様な生活スタイルに応じていく必要

もあります。生産年齢人口の減少による税収への影響なども含め、

議論していただければと思います。 

副 会 長

上尾道路沿道の土地利用について議論が必要です。現在の状況は

沿道を生かしきれていないと思います。幹線道路が開通しても地域

に何の変化も生じない状況になってしまいますので、ぜひ議論した

いと思います。 

会 長

昨今、人の動きだけでなく、モノの動きも変化しています。例え

ば、スーパーで買い物をして帰るのではなく、ネットで注文し宅配

してもらうサービスも増えています。そうなると、それを支える新

たな産業基盤が必要になります。ライフスタイルの変化と産業構造

の変化をどのようにとらえるか、今後、議論していきたいと思いま

す。 

委 員

将来的には、外出して買い物をする必要がない時代になると思い

ます。また、車やバスも運転手がいなくなり、無人で走る時代にな

ると思います。ＡＩなどについて、考え方はありますか。 

事 務 局

国は、生産年齢人口の減少に伴う生産性の低下を、ＡＩなど未来

技術によって補うこととしています。また、国の研究会では、日本

の高齢者の人数がピークを迎える２０４０年頃、自治体は現在の半

分の職員数で行政サービスを維持する必要があるとしています。 

Ｓoci e t y５.０など新しい潮流をどのように計画に盛り込むのか

難しい面もありますが、将来都市像を考える上で議論していく必要

があると考えています。 

委 員
今後、高齢社会の進展に伴い労働者が減少していきます。そうい

った問題も考えなくてはならないと思います。 

会 長

高齢化により、公共交通の一翼を担うバスについて、運転手不足

が問題となっています。また、後継者など担い手不足により経営が

立ち行かなくなるといった事例が顕在化しています。そういった窮

状をＡＩなど革新的な技術が補うといった考え方があります。都市

経営の観点から担い手の在り方を考えていきたいと思います。 
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議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 

議題（２）(仮称)桶川市第六次総合振興計画の策定について 

事 務 局
資料２、参考資料１、参考資料２に基づき、(仮称)桶川市第六

次総合振興計画の策定及び市民意識調査について説明。 

委 員

参考資料２の設問３では「住み続けるつもりでいる」が約６０％

となっていますが、回答者の内訳として居住年数が２０年以上の方

が多く、居住年数５年未満の方は１０％未満となっています。持ち

家の方は余程のことがない限り住み続けると思いますが、持ち家で

ない方、居住年数が浅い方がどのように考えているのか、そのよう

な方々が桶川市に住んでみて、引き続き桶川市に定住したいと考え

ているのか、また、そうでない場合、その原因は何かを把握する必

要があります。転勤など事情がないかぎり住み続けたいと思う方を

増やしていくことが重要だと思います。 

事 務 局
今回は単純推計をお示ししましたが、次回は属性毎にクロス集計

を行い資料としてお示ししたいと思います。 

委 員

参考資料２の設問３で「事情が許せば転出したい」「転出するつ

もりでいる」を選んだ方の理由の多くが、設問４「通勤・通学・日

常の買い物が不便だから」となっています。この結果は、都心まで

４０㎞圏に位置する桶川市が通勤や通学に便利という立地特性に反

しています。 

どのような状況の方々が回答しているのか、分析する必要があり

ます。 

また、全国的にみて、人口が増加している地域では、教育や子育

て環境に特化しているところが多い印象があります。茨城県つくば

市、千葉県流山市などは人口が増加している自治体ですが、そうい

った自治体は、子育て環境の良さをＰＲしています。今回の意識調

査の結果では、子育て環境を充実させてほしいという意見もありま

すので、ぜひその点も議論できればと考えます。 

委 員
川田谷地区の人口減少の推計に驚いています。市街化調整区域の

農地についてはどのような考えがありますか。
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議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 

事 務 局

資料１、Ｐ１２都市計画図中、白い部分が市街化調整区域となっ

ており、市街化を抑制する区域です。国では、農業人口が減ってい

る中で農地を集約化するといった考えがあります。川田谷を含む市

街化調整区域は、市街化を抑制する区域のため、人口減少は著しい

状況です。地域コミュニティなども含め、市街化調整区域の在り方

について議論が必要であると考えています。 

上尾道路の沿道については、将来的な土地利用のあり方が課題と

なっています。土地利用の抑制と誘導、地域コミュニティの維持と

いった観点も踏まえ、議論していただければと考えています。 

委 員

桶川市の人口は横ばいですが、昼間は都内に出てしまう人が多い

状況です。また、昼間、市外からどのくらい人がきているか、大学

生の送迎バスも増えているので若者が増えているように思われま

す。最近、駅前は単身世帯のワンルームも増えていると感じていま

す。どのような人達がどのような動きをしているのか、人口の動き

をわかる範囲で示していただきたいと思います。 

事 務 局

次回以降、資料を整理してお示ししたいと思います。桶川市は、

駅を中心に同心円状に人口が分布し、都内に勤めている人が多い状

況です。桶川駅の１日の利用者数（乗降客数）は５万人を超えてい

ますが、年々減ってきています。昼夜間でみると昼間の人口は夜間

に比べ少なくなっています。実際の人の動きを捉えるのは難しいで

すが、統計データなどにより可能な範囲で整理していきたいと思い

ます。 

委 員

桶川市は上尾方面で買い物をする人が多いと思います。上尾市は

大きなスーパーもあり、主婦は車で買い物をする印象があります。

買い物に行く場所は重要で、桶川市のほか、どの地域（自治体）で

消費しているのかも加味して考える必要があると思います。 

事 務 局
統計等の調査結果など、わかる範囲で示していきたいと思いま

す。 

会 長

買い物行動については、国の実施しているパーソントリップ調査

の結果等で分かるかもしれません。次回そのような客観的データを

準備願います。 
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議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 

委 員
地区別の将来人口推計は、現状の人口を参考にしているのでしょ

うか。推計にあたっての前提条件について教えてください。 

事 務 局
過去のトレンドから単純推計をしており、開発要因などは含めて

いません。 

委 員
共働き世帯が多くなっています。４０～５０歳代の方々の就業状

況を示していただければありがたいです。 

事 務 局 次回、お示ししたいと思います。 

会 長

子育て世代の方々が、１日にどのような活動をしているのかを把

握することは重要です。子育てをしている方と、していない方では

帰宅時間が異なります。例えば、子育てをしている方は１５時に子

どものお迎えがあるので、帰宅する必要がある。そうなると都心で

働く保護者に対し、子育て支援施設は、何時まで稼働するべきかと

いう議論になります。桶川市のデータはないかもしれませんが、県

単位など大きい単位のトレンドでも良いので、子育て世代の１日の

活動データなどがあれば、次回お示し願います。

委 員

将来人口推計の考え方について、市としてどの様な方向で考えて

いるのか、いくつかのプランやパターンをお示しいただければと思

います。 

事 務 局

今回、お示しした資料は単純推計であり、開発要因等を考慮した

ものにはなっていません。人口減少や生産年齢人口を緩やかにする

といった観点で、いくつかのパターンをお示ししていきたいと考え

ています。 

委 員

ワールドカフェの募集は、どのようにするのでしょうか。市の広

報等を利用して募集するとのことですが、幅広い年齢層を集めるた

めの工夫はありますか。 
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議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 

事 務 局

ワールドカフェは、４月の開催を予定しています。３月広報と市

ホームページに掲載する予定です。生活圏域となる市内５地区に会

場を設け開催する予定です。 

委 員

子育て世代の意見を求めるのであれば、幼稚園、保育所、小中学

校にチラシを配布して募集をかける方法もあります。広報と市ホー

ムページだけでは、周知が不安です。小中学校へのチラシは、５～

６千枚で対応できるので、効果的だと思います。ワールドカフェを

開催するということを示すだけでも良いと思います。 

会 長
ワールドカフェは良い取り組みだと思います。周知の仕方につい

てはぜひ工夫していただければと思います。 

委 員

基本構想に掲げる将来像について、市としてイメージしているも

のがあればお示し願います。資料１、Ｐ１表中、第１次から第４次

までの計画では、将来都市像に「緑豊か」や「文化」をうたってい

ます。一方、第五次総合振興計画では、「交流拠点都市」を掲げて

います。交流という視点は市民意識調査だけでは把握しづらいよう

に思います。また、参考資料２の設問３４では「自然環境」や「文

化」の充実希望度は低くなっています。 

これまでの振興計画の経緯を踏まえ、市の方でも目指したいこと

や取り入れたいトレンド、押さえておきたいポイントなどがあれ

ば、市民意識調査や将来人口推計といった基礎資料に加え、お示し

いただきたいと思います。 

会 長

各振興計画の将来像については、当時の社会情勢や自治体独自の

政策や課題等を踏まえ策定してきたと思います。市で考える方向性

などがあれば、次回、整理してお示し願います。 

事 務 局 次回整理してお示しいたします。 

委 員

施策の大綱は、ある程度継続性が求められ大きく変えてはいけな

いと考えています。まずは今までの計画の変遷をお示しいただきた

いという主旨ですので、よろしくお願いいたします。 
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議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 

事 務 局 了解いたしました。 

会 長
以上をもちまして、第１回桶川市振興審議会を閉会いたします。

慎重な御審議をいただきありがとうございました。 
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第１回審議会での意見等まとめ 

関連キーワード 



（仮称）第六次総合振興計画の策定に向けて 

令和４年１月３０日 

【資料２】
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1. これまでの総合振興計画

計画回次 計画期間 将来都市像 

目標人口（人） 

計画策定時人口※１

第一次 

昭和 47 年 3 月～
昭和 60 年 
昭和 58 年 8 月 

緑濃き豊かな文化都市の建設 

100,000

42,263（2.37 倍）

第二次 

昭和 58 年 9 月～
平成 12 年 10 月 
平成 3年 3月 

うるおいのあるおちついた

文化都市桶川 

100,000

57,993（1.72 倍）

第三次 

平成 3年 4月～ 
平成 23 年 3 月 
平成 13 年 8 月 

県央の生活文化都市ニュー

桶川 

120,000

69,298（1.73 倍）

第四次 
平成 13 年 9 月～
平成 23 年 3 月 

はつらつとした緑豊かな市

民文化都市おけがわ 

80,000

74,368（1.08 倍）

第五次 
平成 23 年 4 月～
令和 3年 3月 

みんなで つくり 育む 

活気あふれる交流拠点都市 

おけがわ 

77,000※２

75,422（1.02 倍）

※１：計画策定年次の 4月 1 日の住民基本台帳人口。（ ）内は計画人口との倍数。 

※２：桶川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成 28 年 3月）では、74,000 人（令和 2年 1 月

1 日現在）を目標人口として設定。 

人口の推移と目標人口 
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 第五次総合振興計画では、これまでの駅を中心としたまちづくりから、生活圏

域毎に拠点を配置する集約型都市構造へ土地利用を転換している。

第一次総合振興計画 第二次総合振興計画 

第三次総合振興計画 第四次総合振興計画 

第五次総合振興計画 集約型都市構造の概念 

５ 川田谷地区

３ 日出谷地区 

１ 既成市街地 

２ 坂田地区 

４ 加納地区 

駅
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第五次総合振興計画土地利用構想図 

都市基盤整備概要図
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2. 第五次総合振興計画の概要

 計画期間を１０か年とし、長期計画（１０か年）としての基本構想、中期計画

（前後各５か年）としての基本計画、短期計画としての実施計画（３か年）の

３階層により構成している。

 将来像「みんなで つくり 育む 活気あふれる交流拠点都市 おけがわ」の

実現に向け、まちづくりを推進する。

基本構想 

（第１層） 

第１章  

目的と期間

本市の将来像の姿を示す将来像を掲げるとともにその実現に必要

とされる施策の大綱を定める。

計画期間は、平成２３年度から令和２年度までの１０年間。

第２章 

基本理念

一人ひとりを大切にするまち

安心・安全に住み続けられるまち

人と自然が共生するまち

活力に満ち人が集うまち

みんなでつくるまち

第３章 

将来像
みんなで つくり 育む 活気あふれる交流拠点都市 おけがわ 

第４章 

まちづくり

の枠組み

人口フレーム 目標人口（令和２年） ７７，０００人

土地利用（基本方針）⇒集約型都市構造の形成

 ・歩いて暮らせるまちづくり

 ・広域交通網をいかしたまちづくり

 ・水辺と農が調和するまちづくり

第５章 

施策の大綱

だれもが主役の桶川をつくる【参画・協働】

生きる力を育み次代に繋げる桶川をつくる【教育・文化】

共に支え合いいきいきと暮らせる桶川をつくる【健康・福祉】

環境にやさしく安心・安全に住み続けられる桶川をつくる【市民生活】

みどりと調和した暮らしやすい桶川をつくる【みどり・都市基盤】

にぎわいと活力ある桶川をつくる【産業】

計画的で将来を見据えた桶川をつくる【行財政運営】

基本計画 

（第２層） 

 基本構想に基づき行政の分野ごとに現状と課題を明らかにし、必要な施策を総合

的、体系的に定めている。基本構想における施策の大綱毎に各取組を展開。計画期間

は前期、後期各５年、計１０年間とし、施策の目的達成度を測るための指標を設定。

実施計画 

（第３層） 

 基本計画で示された施策について、財政状況や社会経済情勢を考慮し、具体の計画

を定める。計画期間は３年間とし原則として毎年度見直しを行う。

【体系図】
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 市域を基礎的なコミュニティとして５つの生活圏域に分け、都市機能や日常

的なサービス機能を集積させる拠点を配置し「歩いて暮らせるまちづくり」の

形成を図る。

 上尾道路及び圏央道 IC の開通により、交通利用圏域が拡大される事から産業

立地など市域に活力を生み出す「広域交通網を活かしたまちづくり」の形成を

図る。 

 生物多様性の維持、自然環境の保全及び農業振興を積極的に行う「水辺と農が

調和するまちづくり」の形成を図る。（具体の土地利用の詳細は次頁参照）

第五次総合振興計画 集約型都市構造のイメージ(P2 再掲) 

土地利用ボリュームイメージ図

４ 川田谷地区

３ 日出谷地区 

１ 既成市街地 

２ 坂田地区 

５ 加納地区 

駅
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第五次土地利用基本構想の構成
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3. 第五次総合振興計画の進捗状況

 総合振興計画での目標人口 77,000 人に対し、現状、概ね 75,000 人で推移している。

平成２８年３月に策定した桶川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、総合戦略）

では、昨今の人口動態等を踏まえ、目標人口を 74,000 人とし、これを上回っている。 

人口推移（計画との比較） 



ｐ8

 現状、高齢化率及び年少率を計画と比較すると、高齢化率は低く年少率は高い状態で

推移しているが、緩やかに少子高齢化が進展している。

人口動態の推移（計画との比較） 

人口動態の長期推計（R2～R47）

R3 年 29.5％ R12 年 29.4％

R17 年 32.0％
（2025 年問題）

R22 年 34.4％
（2040 年問題）

R33 年 35.9％
MAX 
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年齢別人口動向等（過去１０か年平均）

■１歳毎年齢別人口増減 

・縦軸は、増減率を示す。１は人口増減が０の状態。１より高い場合は増

加、１より低い場合は減少となる。 

・子育て世代（子どもと親）は増加傾向にある一方、就労時（22→23 歳）

から５年間は減少が顕著となる。 

・都心から通勤・通学の便が良く、土地区画整理事業（坂田地区・日出谷

地区）により良好な都市基盤が形成されていることから子育て世代が転

入超過の傾向にある。子育て世代にとって、ライフステージ（子育て、

教育、就労など）を描きやすいことが増加の要因と考えられる。 

地区別の人口増減 昼夜間人口について

国政調査（H27.10.1）
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人口戦略の考え方

■都心からの距離 

■鉄道網 

■ライフステージ 

■ライフサイクル 
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第五次総合振興計画土地利用構想の進捗状況 



ｐ12

近隣市町土地利用構想・方針 

近隣市町土地利用計画図より転載
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〈参考〉桶川市都市計画図 
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〈参考〉桶川市土地利用現況図 
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生活圏域 
（基礎的コミュニティ）

拠点等の概要 土地利用構想の進捗状況(P11) 

既成市街地 
都市拠点 

６ 東口駅前広場等整備事業 

６ OKEGAWA hon プラス+ 

・市立中央図書館の整備 

６ 羽田空港行高速バス停留所の整備 

６ 駅東口エレベーターの設置 

６ 駅自由通路の改修 

観光まちづくり拠点 － 

坂田地区 地域生活拠点 

１３ 公民複合施設（スマイルピアザ坂田）の整備

・坂田コミュニティセンターの整備 

・坂田図書館の整備 

１３ 土地区画整理事業の推進（坂西完了） 

日出谷地区 

地域生活拠点 

５ 大型商業施設の誘致（ベニバナウォーク） 

５ 市民活動サポートセンターの整備 

５ 土地区画整理事業の推進（下東換地処分） 

コミュニティ拠点 
１１ 日出谷保育所、子育て支援センターの整備 

１１ 土地区画整理事業の推進（上南工事完了）

加納地区 

コミュニティ拠点 ９ 加納公民館の耐震改修整備 

観光まちづくり拠点 １０ べに花ふるさと館のリニューアル 

複合開発エリア １２ 企業誘致支援（加納原地区 2021 年操業）

公園・みどりの拠点 － 

川田谷地区 

コミュニティ拠点 
８ 農業センターのリニューアル（工事） 

８ 生涯学習センター改修事業（設計） 

観光まちづくり拠点 
４ 道の駅（仮称）おけがわ整備事業（公募準備）

２ 桶川飛行学校平和祈念館の整備 

複合開発エリア 
７ 企業誘致支援（桶北 IC 地権者協議会設立）

３ メガソーラ―（城山公園南側） 

公園・みどりの拠点 １ 城山公園バーベキュー場のリニューアル 

 施策の大綱毎の達成状況（指標）は次のとおりとなっている。

（令和２年度末現在）

施策の大綱 達成/全指標 達成率

1 だれもが主役の桶川をつくる【参画・協働】 ０/８ ０%

2 生きる力を育み 次代に繋げる桶川をつくる【教育・文化】 ６/２１ ２９%

3 共に支え合いいきいきと暮らせる桶川をつくる【健康・福祉】 １１/２３ ４８%

4 環境にやさしく 安心・安全に住み続けられる桶川をつくる【市民生活】 １４/２６ ５４%

5 みどりと調和した暮らしやすい桶川をつくる【みどり・都市基盤】 １０/２３ ４３%

6 にぎわいと活力ある桶川をつくる【産業】 ４/１６ ２５%

7 計画的で将来を見据えた桶川をつくる【行財政運営】 ３/１２ ２５%

合 計 ４８/１２９ ３７%



ｐ16

 本市の立地特性及び施策の達成状況等を踏まえると現状と課題は次のとおりと

なる。 

項目 プラス要因 マイナス要因 

内部環境 
住宅都市【強み】

（生活利便） 

産業振興【弱み】

（企業誘致、観光） 

外部環境 
広域圏化【機会】

（圏央道ＩＣ開設） 

人口減少【脅威】

（少子高齢化） 

課題等概念図 
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4. （仮称）第六次総合振興計画の策定について

 将来人口推計（単純推計）について、時点更新を行うと次の通りとなり、前回推計

（平成２７年）に比べ、減少は穏やかになっています。

将来人口推計（2021 年⇒2060 年） 

 年齢三区分別人口推計（単純推計）は次の通りとなり、いずれも前回推計（平成 

２７年）に比べ、減少は穏やかになっています。

年齢三区分別人口の将来人口推計（2021 年⇒2060 年） 
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地区別人口推計 

推計値 
R13（10 年後） 
5,223 人 15.2%減 
R42（40 年後） 
2,527 人 59.0%減 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

Ｈ22 Ｈ24 Ｈ26 Ｈ28 Ｈ30 Ｒ2 Ｒ4 Ｒ6 Ｒ8 Ｒ10 Ｒ12 Ｒ14 Ｒ16 Ｒ18 Ｒ20 Ｒ22 Ｒ24 Ｒ26 Ｒ28 Ｒ30 Ｒ32 Ｒ34 Ｒ36 Ｒ38 Ｒ40 Ｒ42 Ｒ44 Ｒ46

人
口

年次

総数

0～14歳

15～64歳

65歳以上

10年後

40年後

推計値 
R13（10 年後） 
16,708 人 3.7%減 
R42（40 年後） 
14,018 人 19.2%減 

推計値 
R13（10 年後） 
6,038 人 13.0%減 
R42（40 年後） 
3,387 人 51.2%減

推計値 
R13（10 年後） 
14,779 人 8.6%減 
R42（40 年後） 
9,464 人 41.5%減 

推計値 
R13（10 年後） 
12,002 人 4.8%減 
R42（40 年後） 
9,342 人 25.9%減 

推計値 
R13（10 年後） 
16,109 人 0.9%増 
R42（40 年後） 
15,439 人 3.3%減 
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地区別人口推計（各地区の 20 年後の姿） （近年のトレンドに基づく単純推計結果より）

■地区別、年代別人口推計結果（現状からの増減数・変化率 R3 ➡ R22）     ■全市の動向 

＜地区の動向（特に配慮すべき事項）＞ 

２割以上の増加

１割以上の増加

１割以上の減少

２割以上の減少

属性 全市の動向と課題

未就学児 
（0～6歳） 

・「全市」では14.4％の減少となり、「２駅西側」地区（-23.5%）、「３日出谷」地区（-20.1％）の減少が顕
著である。中長期的には、保育所、幼稚園などの子育て関連施設が官民問わず供給過多となる可能性が高
い。

小学生 
（7～12歳） 

・「全市」では 20.4％の減少となり、「３日出谷」地区（-24.9%）、「６川田谷」地区（-28.4%）の減少が顕
著である。学校によっては、児童数（クラス数）が大きく減少することが見込まれる。

中学生 
（13～15 歳）

・「全市」では 22.3％の減少となり、「５加納」地区（-32.2%）、「６川田谷」地区（-32.2%）の減少が顕著
である。学校によっては、生徒数（クラス数）が大きく減少することが見込まれる。

高校生 
（16～18 歳）

・「全市」では 25.8％の減少となり、「２駅西側」地区（-37.8%）、「６川田谷」地区（-43.4%）の減少が顕
著である。 

・高校は、通学圏が市外にわたることから、近隣都市の人口変動の影響を受ける。
大学生等 
(19-22 歳)

・「全市」では 25.2％の減少となり、「５加納」地区（-47.3%）、「６川田谷」地区（-57.8%）の減少が顕著
である。 

20歳代 
(上記と重複)

・「全市」では 18.5％の減少となり、「５加納」地区（-40.3%）、「6川田谷」地区（-50.0%）の減少が顕著
である。 

・就労に伴い転出超過となる。

30歳代 
・「全市」では17.4％の減少となり、「5加納」地区（-39.1%）、「6川田谷」地区（-41.8%）の減少が顕著
である。 

・住民税など税収の減少が懸念される。

40歳代 
・「全市」では33.7％の減少となり、全世代で最も減少する。「５加納」地区（-51.9%）、「６川田谷」地区
（-52.8%）の減少が顕著である。 

・住民税など税収の減少が懸念される。

50歳代 ・「全市」では 18.3％の減少となり、「２駅西側」地区（-35.8%）、「6川田谷」地区（-41.9%）の減少が顕
著である。 

60歳代前半 
（～64歳） 

・第二次ベビーブーム世代（人口ボリュームゾーン）が60歳代となるため、「全市」では15.5％の増加とな
る。「3日出谷」地区（47.7％）、「４坂田」地区（55.8%）の増加が顕著である。 

・社会保障経費の増加要因となる。
前期高齢者 
（65～74 歳）

・「全市」では 2.1％の減少となり、「5 加納」地区（-24.8%）、「6 川田谷」地区（-27.8%）の減少が顕著
である。 

後期高齢者 
（75 歳～） 

・「全市」では 4.8％の増加となり、「２駅西側」地区（9.2%）、「４坂田」地区（12.4%）の増加が顕著であ
る。 

・社会保障経費の増加要因となる

総数・高齢化率
・総数（総人口）は、「全市」では 13.1％の減少（75,202 人→65,337 人）となるが、60 歳代から増加傾
向となり、高齢化が進む。高齢化率は、「全市」34.4%（R3から 4.9 ポイント増）となる。「5加納」地区
（40.9%）、「6川田谷」地区（46.5%）の増加が顕著である。

６．川田谷地区
・地区人口は、30.3%減少
し、高齢化率は 36.0%か
ら 46.5%と 10.5 ポイン
ト増加し、最も高くなる。 

２．駅西側地区
・地区人口は、18.9%減少す
る。高齢化率は 28.6%か
ら 38.2%となる。 

・既成市街地のため、面的に
高齢化が進む。 

３．日出谷地区
・地区人口は、9.6%減少し、
高齢化率は 29.0％から
30.5％となる。 

・土地区画整理事業を推進し
た新市街地のため、人口動
態の変化は大きくない。 

１．駅東側地区
・地区人口は、11.2%減少
し、高齢化率は 28.7%か
ら 34.2%となる。 

・既成市街地のため、面的に
高齢化が進む。 

５．加納地区
・地区人口は、26.4%減少
し、高齢化率は 35.5%か
ら 40.9%と大きく増加す
る。 

４．坂田地区
・地区人口は、0.3%減少し、
高齢化率は 26.3％から
29.9％となる。 

・土地区画整理事業を推進し
た新市街地のため、人口動
態の変化は大きくない。 



ｐ20

策定体制 

策定に向けた流れ 



【資料３】





【住みやすさ】

今回 15.3 36.3 12.4

3.2

増
加

減
少

12.2 30.5 18.6

■設問の「住みよい」「どちらかといえば住みよい」が経年一貫
　して増加している。42.7％（平成21年）➡51.6％（令和元年）

■設問の「どちらかといえば住みにくい」「住みにくい」は減少
　している。21.8％（平成21年）➡14.8％（令和元年）

■市のまちづくりに一定の御理解を頂いている。

2.4



災害の心配が少ない

住み慣れている

■住みよい理由は、
「災害の心配が少ない」が
実施当初の平成２１年を除き、
毎回１位となっている。
平成２１年は東日本大震災前。
（平成２３年３月１１日）

■「住み慣れている」も高い。

【住みよい理由】



【住みにくい理由】

通勤、通学、買い物に不便

道路の状況がよくない

医療機関が充実していない

都市基盤施設や公共施設が充実していない

38.3

■住みにくい理由は、
「通勤、通学、買い物に不便」が
今回調査（令和元年）から
大きく増加し１位となっている。

■但し、全設問で「住みにくい」
「どちらかといえば住みにくい」
を選択した196人の中での評価で
ある。



【定住意向】

今回 58.8 22.0 80.8

74.7

■「住み続けるつもりでいる」と「事情が許せば住み続けたい」
　とする回答が、近年全体の80％前後を占め、ほぼ横ばいと
　なっている。

■内訳を見ると「住み続けるつもり」とする回答は増加しており、
　「事情が許せば住み続けたい」とする回答は減少している。

　「住み続けるつもり」44.7％（平成21年）➡58.9％（令和元年）
　「事情が許せば住み続けたい」
　　　　　　　　　　　30.0％（平成21年）➡20.0％（令和元年）

44.7 30.0



【満足度・不満度】

■満足度については、
　「家庭ゴミの収集」「みどりの豊かさなどの自然環境」が、
　各年度の調査で上位となっている。（黄色塗）
　令和元年度は、「家庭ゴミの収集・処理」が１位となっている。

■不満度については、
　「道路の整備状況」「防犯灯などの防犯施設」「病院・診療所
　などの医療機関」が、各年度の調査で上位となっている（赤色塗）
　令和元年度は、「防犯灯などの防犯施設」が１位となっている。



【よくなったもの・力を入れてほしいもの】

■よくなったものは、
「市内と周辺地域を結ぶ地域幹線道路の整備」、
「こども医療費の無料化の充実」が、
毎回上位となっている。（黄色塗）
令和元年度は「桶川駅の整備」が１位となって
いる。前回調査（平成２９年）では６位。
駅自由通路等の整備が奏功している。

■一方で、力を入れてほしいものは、毎回、
「桶川駅周辺の中心市街地の活性化」が１位、
「桶川駅の整備」が２位となっている。（赤色塗）
中心市街地の活性化を望む声は依然高い。



27.7

35.3

今回 25.3

15.6

増加減少

■設問の「農業者を支援し、生産機能の維持と活性化を図っていく」が
　経年一貫して、減少している。
　35.3％（平成21年）➡27.7％（令和元年）

■設問の「農地を計画的に住宅、公園、商業施設などへの転用を図っていく」
　が、増加している。
　15.6％（平成21年）➡25.3％（令和元年）



【望む公共施設】

病院

■毎回、
「病院」が１位
となっている。



市民がまちづくり活動に参加できる機会を提供する

自治会や、その他の既存の市民団体との連携・協力
を進める

行政の意識改革や人材育成に努める

■毎回、
　上位となっている。



増
加

減
少

■設問の「そう思う」「どちらかといえばそう思う」が、増加している。
　54.1％（平成21年）➡67.6％（令和元年）

■設問の「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」が、
　減少している。
　34.7％（平成21年）➡23.9％（令和元年）

今回



こども医療費助成制度など
　　　　経済的支援の充実

多様な保育サービスの充実



今回

増
加

減
少

■設問の「そう思う」「どちらかといえばそう思う」が、増加している。
　43.7％（平成21年）➡53.9％（令和元年）

■設問の「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」が、
　減少している。
　48.6％（平成21年）➡38.8％（令和元年）



減少

医療施設の整備・充実

高齢者にやさしいまちづくりの推進
（道路や公共施設のバリアフリー化）



増
加

減
少

今回

■設問の「関心を持っている」「ある程度関心を持っている」は、
　平成26年度調査をピークに減少している。
　62.3％（平成26年）➡49.5％（令和元年）

■設問の「あまり関心を持っていない」「全く関心を持っていない」
　は、平成26年度調査をピークに増加している。
　35.4％（平成26年）➡45.4％（令和元年）

減
少

7.3 42.2 38.1 7.3

7.5 54.8 31.2 4.2

増
加



議会だより

回覧

広報おけがわ 広報おけがわ

回覧

議会だより

広報おけがわ

回覧

議会だより

広報おけがわ

回覧

議会だより

広報おけがわ

回覧

議会だより



今回

増
加



【10年後の桶川の将来像】

■毎回、
「医療機関や保健サービスが充実しているまち」

「子どもが育つ教育環境が良いまち」

「防災や防犯などにすぐれ、安全で安心して
　暮らせるまち」

「高齢者や障害者への福祉サービスが充実した
　まち」

　が上位となっている。

■医療（健康）、教育（子ども）
　防災・防犯（生命）、高齢者（福祉）は、
　他の設問でも高い傾向にある。





Ｐ1 

桶川市振興計画審議会条例

 (目的) 

第 1 条 この条例は、地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)第 138 条の 4第 3項の規定

に基づき、桶川市振興計画審議会の設置、組織及び運営に関する事項を定めること

を目的とする。 

 (設置) 

第 2 条 市長の諮問に応じ、市振興計画の策定その他の実施に関し必要な調査及び審

議を行うため桶川市振興計画審議会(以下「審議会」という。)を置く。 

(組織) 

第 3 条 審議会は、委員 12 人以内で組織する。 

2 委員は、次の各号に掲げる者のうちから必要の都度市長が委嘱する。 

(1) 市の議会の議員 

(2) 市民 

(3) 市の教育委員会の委員 

(4) 市の農業委員会の委員 

(5) 市内の公共的団体等の役員及び職員 

(6) 学識経験を有する者 

(会長及び副会長) 

第 4 条 審議会に、会長及び副会長 1 人を置き、委員の互選によつてこれを定める。 

2 会長は、会務を総理する。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

(委員) 

第 5 条 委員は、当該諮問に係る審議が終了したときは、解任されるものとする。 

 (部会) 

第 6 条 審議会に、必要に応じ、部会を置くことができる。 

2 部会に属させる委員は、会長が指名する。 

第 7条 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によつてこれを定める。 

2 部会長は、部会の事務を掌理する。 

3 部会長に事故あるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

(会議) 

第 8 条 審議会又は部会の会議は、それぞれ会長又は部会長が招集する。 

2 審議会又は部会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

3 審議会又は部会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、それぞれ

会長又は部会長の決するところによる。 

【参考資料１】



Ｐ2 

(庶務) 

第 9 条 審議会の庶務は、企画財政部企画調整課において処理する。 

(雑則) 

第 10 条 この条例に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、会長が審議会 

に諮つて定める。 



Ｐ3 

桶川市振興計画審議会 委員名簿

NO. 団体名（条例第３条第２項の区分） 氏名

１ 桶川市議会議員（1号委員） 岩
いわ

﨑
さき

 隆志
たか し

２ 桶川市議会議員（1号委員） 新島
にいじま

 光明
みつあき

３ 桶川市議会議員（1号委員） 岡安
おかやす

 政彦
まさひこ

４ 桶川市青少年相談員協議会（2号委員） 井上
いのうえ

 悟郎
ごろ う

５ 桶川市青少年相談員協議会（2号委員） 秋山
あきやま

 梨花
りん か

６ 桶川市教育委員会（3号委員） 水村
みずむら

 実男
じつ お

７ 桶川市農業委員会（4号委員） 和久津
わ く つ

 一美
かず み

８ 桶川市民生委員・児童委員協議会（5号委員） 中村
なかむら

 文
ふみ

雄
お

９ 桶川市商工会（5号委員） 澁谷
しぶ や

 光
みつ

章
あき

１０ 桶川市区長会（5号委員） 吉田
よし だ

 耕造
こうぞう

１１ 日本大学理工学部（6号委員） 大沢
おおさわ

 昌
まさ

玄
はる

１２ 早稲田大学環境総合研究センター（6号委員） 永井
なが い

 祐二
ゆう じ


